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北海道新幹線は2030年の札幌延伸に向けて工事が進む中、期待と不安が入り混じりながら
様子を見守っている道民の姿が見えました。但し、延伸効果は一時的には期待できても、
道北や道東など全域への波及がどの程度かは未知数。道民はつとめて冷静なのでしょう。

また空港民営化については、こちらも道外からの期待が高い結果でした。
新千歳空港がリードして、他の民営化された空港の活性化がなされるのか、
見極めようとしているのかもしれません。

北海道は広く、交通インフラが旅行や移動のモチベーションに直結します。
札幌への人口集中と道内のショートトリップ傾向は必ずしも無関係ではありません。
道民の移動範囲が狭くなれば、経済圏を縮小させてしまうでしょう。
また、高速道路の整備も道央だけで進めば、ますますその傾向が加速するはずです。

一方で、コスト意識が高い道民なので、旅行やレジャーの移動手段に価格メリットの提示は
有効と思われます。また、電車・バス・飛行機・クルマの最適な組み合わせを提案することも
求められているのではないでしょうか。

現時点では、道内旅行やレジャーの足はクルマが多いと思いますが、近年は自動運転技術も
進化してきました。長距離かつ長時間の “自走派”の道民が、安全で楽であれば “自動派”にも
転じやすいかもしれません。それは、意外に地方から進む可能性もあります。
新ど研では、今後も注視していきたい研究テーマです。

P O I N T

今回の発見の
ポイント

新どさんこは、旅行やレジャーには
クルマで自ら動く“自走派”。
北海道新幹線や空港民営化への
機運醸成はこれから。

北海道博報堂 「新どさんこ研究所」（新ど研）とは ?
生活者を取り巻く環境変化が加速していく中、北海道民も変わっていくという仮説のもと
「一歩先の道民＝新どさんこ」を生活者データ分析や未来予測から見出す専門組織です。
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出典：（株）ビデオリサーチ「2016年度全国新聞総合調査（Ｊ－ＲＥＡＤ）」

自動運転タクシーへの期待度

道央

Q.北海道の地方に自動運転(無人)タクシーが増え、
　移動が便利になる。
　（期待したい+やや期待したいの合計）

自動車運転頻度

道南 道北 十勝 釧路・根室

33.4 41.3 40.6 43.6 33.3

43.2 26.0

40.5 25.7

10.5 16.3

16.3

2.9 1.1

毎日

12.7

3.9 1.0

月に1回以下

週1日以上

免許非保持

月に2～3回

不明
（ほとんど運転しない）


